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Ｈ委員

添加剤というのは何であるのか？また、添加剤の配合によっ
て硬化時間を自由に調整できるのか？特許において「添加
剤と速く硬化する」ということに新規性があれば、物質で取っ
た方が強い、「漆の塗装技術」となっているが、なぜそこに特
許性が認められるのか？

添加剤については、他の物質を入れることは考えていない。
漆に元々含まれている水を粘度調整のために使用すること
は考えている。硬化時間は調整できる。商品化にはバリエー
ションを増やしユーザーの裾野を広げたい。特許は以前に大
野村と「速乾性漆の調整方法」で取得している。「速乾性漆」
で取れれば良いが、「調整と塗装」を含めたところで検討した
いと考えている。

速乾性の皮膜を作るために漆成分の他に速乾性の皮膜生
成を補強するものを入れるということか？入れないということ
か？

入れない。

そうすると、速乾性を出すためには重合促進剤のようなもの
をいれるということか？

現在行っている作り方は、通常、湿度のある雰囲気に塗った
物を入れると重合が促進され、硬化して固体になるが、塗膜
が固まらないうちに撹拌をするというサイクルを繰り返す。８
時間で乾く漆にそのような処理を行うと、８時間経っても液状
の状態の漆ができる。それを塗装して同じ雰囲気に入れると
１時間で硬化するところまで実証した。促進剤を使用しないで
速乾性を出している。

そうすると前処理の過程である程度、個体になる直前まで重
合を進め、それを塗るから乾くということか？

そうである。

従来一日一回の塗装が１時間で乾くということで、製造時間
が非常に短縮できるのではないかと考えたが、ここでは２／３
程度となっている、その理由は？

塗装以外の研磨作業等の工程を勘案すると合計で２/３程度
の短縮になるが、、従来にはない製造方法も可能と思われ
る。先に何回か重ねておき、間に研磨をはさむような行程で
あれば、より短縮できる可能性はある。

これらは製造者側のコストダウンに有効であり、漆製品の
ユーザー側のメリットがないが、耐衝撃性、耐水性、耐久性、
割れといったところは、研究内容の速乾性漆の実用化の部
分で行うということか？

そういうことである。
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